
菩

提

山

本

願

信

円

の

夢

大

原

眞

弓

菩提山本願信円の夢

は
　

じ
　

め
　

に

　
平
成
四
年

に

「
和
州
菩
提
山
正
暦
寺
中
尾
谷
と
浄
土
信
仰
」
と
題
し
て
、　
『
史

窓
』
第
四
九
号
に
載

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た

「正
暦
寺
中
興
開
山
信
円
」

の
事
績

を
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
奈
良
市
街
地
か
ら
東
南
十
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
近
く
離
れ
た
山
中
、
菩
提
山

(ボ
ダ

イ
セ
ン
)
の
地
に
あ
る
菩
提
山
真
言
宗
正
暦
寺
に
私
は
今
、
住
ん
で
い
る
。

　
正
暦
寺
は
、
正
暦
三

(
九
九
二
)
年
に

一
条
天
皇
の
勅
願
寺

と
し

て
創
建

さ

れ
、
八
六
の
房
舎
を
持
つ
大
寺
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
近
年
は
清
酒
発
祥
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

地
と
し
て
注
目
さ
れ
、
中
世
、
本
山
興
福
寺
大
乗
院
と
壷
銭
を
め
ぐ

っ
て
抗
争
が

絶
え
な
か

っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
正
暦
寺
の
存
亡
に
関
わ
る
初
め
て
の
危
機

は
、
治
承
四

(
一
一
八
〇
)
年

の
平

重
衡
南
都
焼
き
討
ち
で
あ
る
。
そ
の
年
、
本
尊
薬
師
如
来
筒
像
を
残
し
て
全
山
焼

亡
。
こ
の
荒
廃
し
た
正
暦
寺
を
復
興
し
た

の
が
信
円
で
あ
る
。
信
円
は
別
当
と
し

て
、
興
福
寺
再
興
を
推
行
す
る

一
方
、
正
暦
寺

の
復
興
と
自
坊
正
願
院
の
建
立
に

半
生
を
か
け
た
。
信
円
を
そ
こ
ま
で
さ
せ
た
菩
提
山
の
地

へ
の
想
い
と
は
何
だ

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

一
端
を

「信
円

の
夢
」
と
し
て
探

っ
て
み
た
い
。

　
信
円
自
身
が
自
分
の
夢
を
語

っ
た
記
録

は
な
い
。
が
、
彼
の
秘
や
か
な
夢
の
集

積
が
、
正
暦
寺
内
の
別
院

「正
願
院

・
常
光
院
」
で
あ

っ
た
と
推
測
す
る
。

一　

信
円

の
生
涯

　
　
　
　
　
1
　
出
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
信
円
は
、
仁
平
三

(
一
一
五
三
)
年
、
摂
政
関
白
藤
原
忠
通
と
中
納
言
源
国
信

の
女
俊
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
同
母
兄
に
松
殿
基
房
。
ま
た
、
近
衛
家
の
祖
と

な
る
基
実
は
信
円
の
母
俊
子
の
姉
、
源
信
子
で
あ

っ
て
、
血
縁
か
ら
見
る
と
極
め

て
近
い
間
柄
で
あ
る
。
他
の
異
母
兄
弟
と
し
て
は
、
三
歳
年
上
の
九
条
兼
実
と
そ

の
同
母
弟
慈
円
。
慈
円
は

『
愚
管
抄
』
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
崇
徳
帝
の

皇
后
皇
嘉
門
院
聖
子
は
異
母
姉
で
あ

っ
た
。

　
摂
関
家
の

一
員
と
し
て
生
ま
れ
た
信
円
は
幼
く
し
て
、
氏
寺
興
福
寺
の
恵
信
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
室
、
出
家
す
る
。
応
保
元

(
一
一
六

一
)
年
、
九
歳

の
時
で
あ
る
。
入
室
の
儀

　
　
　
　
　
　
　
　

は
九
条
兼
実
の
息
良
円
の
入
室
時
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
入
室
の
挨
拶
の
時
の
引

出
物
は
、
洲
浜
に
鶴
が
立
ち
、
巻
物
を
く
わ
え
て
い
る
置
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、

南
都
に
下
向
す
る
際
は
、
師
と
共
に
車
を
連
ね
、
随
身
、
僧
、
共
人

(家
司
か
)、

侍
、
仕
丁
合
わ
せ
て
二
十
入
近
い

一
行
と
な

っ
た
。

　
最
初
に
入
室
し
た
恵
信
は
、

父
忠
通
の
長
子
で
、

三
九
歳
年
長
の
兄
で
あ

っ

　
　
　
⑤

た
。
師
範
は
教
縁
、
学
師
は
硯
学
で
聞
こ
え
た
蔵
俊
で
あ
る
。
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窓史

信
円
略
年
譜

(表
一
)

西
　
　
暦

一
一
五
三

八 七 七 七 六 六 六 六 六 六 六
〇 七 四 二 八 七 六 五 四 三 一

 

一

一
八

一

一
一
八
五

一
一
八
七

一
一
八
九

一
一
九

一

一
二
〇

三

一
二
〇

七

一
二
二
〇

一
二
二
四

年

仁
平

三

治 治 承 承 仁 仁 永 永 長 長 応
承 承 安 安 安 安 万 万 寛 寛 保

四 元 四 二 三 二 ニ ー ニ ー 一

 

治
承
　
五

天 承 承 建 建 文 文 文
仁 久 元 仁 久 治 治 治

一 ニ ー 三 二 五 三 一

年

齢
一八 五 二 〇 六 五 四 三 ニ ー 九

 

二
九

七 六 五 五 三 三 三 三
二 八 五 一 九 七 五 三

事

項

父
忠
通
と
中
納
言
源
国
信
女
俊
子
の
間
に
出

生異
母
兄
恵
信
に
入
室

恵
信
、
大
衆
に
よ
り
追
放

父
、
忠
通
没
す

こ
の
頃
尋
範
の
弟
子
と
な
る

一
乗
院
院
主
と
な
る

恵
信
、
伊
豆
に
配
流

維
摩
会
研
学
竪
義

維
摩
会
講
師
　
　=
栞
院
院
主
を
や
め
る

尋
範
没
す
　
大
乗
院
院
主
と
な
る

一
乗
院

・
大
乗
院
兼
帯

学
師
蔵
俊
没
す
　
同
母
兄
基
房
配
流
　
平
重

衡
の
南
都
焼
き
討
ち

罰
当
補
任
　
権
別
当
覚
憲
　
基
房
息
実
尊
が

入
室

(
2
歳
)

東
大
寺
大
仏
開
眼
の
呪
願
師

兼
実
息
良
円
入
室

別
当
辞
任

大
僧
正
・
法
務
共
に
辞
退

東
大
寺
大
仏
殿
落
慶
供
養
導
師

九
条
兼
実
没
す

良
円
没

菩
提
山
に
お
い
て
没
　
菩
提
山
本
願
僧
正
と

号
さ
れ
る

　
興
福
寺
は
藤
原
氏
全
体
の
氏
寺
で
あ

っ
た
が
、
ほ
ぼ
官
寺
に
列
し
、
摂
関
家
が

積
極
的
に
関
与
す
る
の
は
永
久
四

(
一
一
一
六
)
年
、
忠
実
が
春
日
社
に
西
塔
を

寄
進
し
、
春
日
御
塔
唯
識
会
が
催
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
保
延

二

(
一
一
三
六
)

年
、
忠
通
に
よ
る
春
日
若
宮
の

「
お
ん
祭
」
始
ま
る
。

こ
の
時
期
に
な

っ
て
よ
う

や
く
興
福
寺
に
氏
寺
と
し
て
の
⑩
御
寺
「

春
日
社
は
氏
神

と
し

て

「御
社
」
と

再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

　
摂
関
家
に
関
わ
る
法
要
の
た
め
に
荘
園
が
寄
進
さ
れ
、
同
時
に
摂
関
家
出
身
の

子
弟
が
、
貴
種
と
し
て
若
年
で
出
世
し
要
職
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
貴
種
の

僧
が
住
む
院
家
は
多
く
の
荘
園
を
領
有
し
、
門
跡
寺
院
と
し
て
、
寺
内
で
大
き
な

勢
力
を
持

つ
。

一
乗
院
と
大
乗
院
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
素
地
は
、

一
一
世
紀
後

半
、
藤
原
師
実
息
、
覚
信
の

一
乗
院
入
寺
以
降
、
形
成
さ
れ
る
。

　

一
二
世
紀
に
入
る
と
、
忠
通
の
興
福
寺
介
入
が
顕
著
と
な
る
。
覚
信
の
後
、

一

乗
院
院
主
で
あ

っ
た
玄
覚

(覚
信
弟
)
に
、
恵
信
を
入
室
さ
せ
て
、
将
来
の
布
石

と
し
た
。
し
か
し
、
忠
通
が
大
和
国
検
注
を
行
う
や
、
興
福
寺
大
衆
は
猛
烈
に
反

発
し
た
。
保
元
の
乱
後
、
忠
通
の
政
権
が
確
立
す
る
と
、
恵
信
は
寺
内
の
忠
実

・

　
　
　
　
　
　
　
　

　

頼
長
派
を
押
え
て
、
保
元
二

(
一
一
五
七
)
年
よ
う
や
く
別
当
に
就
任
し
た
。
し

か
し
、
尋
範

(覚
信
弟

・
大
乗
院
)
の
よ
う
に
反
忠
通
派
も
温
存
さ
れ
、
ま
た
、

前

の
別
当
隆
覚
辞
任
の
件
に
忠
通
が
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
忠
通

・
恵
信

へ
の
反
感
は
根
強
か

っ
た
。
信
円
が
恵
信
の
も
と
で
出
家
し
た
応
保
元

(
一
一
六

一
)
年

の
興
福
寺
は
、

一
発
触
発
の
状
況
に
あ

っ
た
。

麹
寛
元

(
=

六
三
)
年

衆
徒
が
別
当
房
に
押
し
寄
せ
た
た
め
、
恵
信
は
京

へ
逃
げ
、
反
撃
を
試
み
南
都

へ
攻
め
寄
せ
た
。
三
日
間
の
合
戦
の
あ
と
恵
信
は
敗

北
す
る
。
信
円

=

歳

の
時
で
あ
る
。　
『
簡
要
類
聚
抄
』
に
よ
る
と
、
信
円
は
恵

信
と
共
に
在
京
し
て
い
た
が
、
兄
基
実

の
計
ら
い
で
興
福
寺
に
戻
り
、
改
め
て
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

範
の
弟
子
に
な

っ
た
と

い
う
。
以
上
は
大
山
喬
平
氏
が

『近
衛
家
と
南
都

一
乗

院
』
で
綿
密
に
論
考
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
信
円
の
法
要
デ
ビ

ュ
ー
は
仁
安
元

(
=

六
六
)
年

の
方
広
会
竪
義
、

一
四
歳

の
時
で
あ
る
。
前
年
に

一
乗
院
院
主
と
な
り
、
仁
安
三

(
一
一
六
八
)
年
、

一
六
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菩提山本願信円の夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

歳
で
研
学
竪
義
と
な

っ
た
。
そ
の
間
、
恵
信
は
再
び
興
福
寺
に
打
ち
入
り
、
大
衆

の
訴
え
に
ょ

っ
て
罪
を
着
せ
ら
れ
、
仁
安
二

(
一
一
六
七
)
年
、
伊
豆
国

へ
流
さ

れ
、
当
地
で
没
し
た
。

　
そ
の
後
、
信
円
は

一
八
歳
で
少
僧
都

に
直
任
。
承
安
二

(
一
一
七
三
)
年
、

二

十
歳
の
若
さ
で
維
摩
会
の
講
師
と
な

っ
た
。
維
摩
会
は
興
福
寺
の
法
要
の
中
で
も

最
も
伝
統
的
で
権
威
が
あ
り
、
国
家
の
管
理
の
下
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
講
師
を

勤
め
た
者
は
巳
講
と
呼
ば
れ
、
僧
綱
に
連
ら
な
る
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
信
円
は

貴
種
故
に
異
例
出
世
を
遂
げ
た
と
言
え
な
く
は
な
い
が
、
維
摩
会
講
師
に
耐
え
る

だ
け
の
実
力
を
身
に
付
け
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
実
力
は
学
師
蔵
俊

の

も
と
で
培
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
蔵
俊
は
法
相
宗
随

一
の
学
匠
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
秀
れ
た
弟
子
を
育
て
て

い
る
。
信
円
以
外

の
弟
子
と
し
て
高
名

な
の
は
覚
憲
で
あ
る
。
覚
憲
は
南
都
焼
き

討
ち
翌
年
、
権
別
当
と
し
て
別
当
信
円
と
共
に
興
福
寺
復
興
を
果
し
て
い
る
。
彼

の
甥
に
有
名
な
笠
置
上
人
貞
慶
が
お
り
、
蔵
俊

・
覚
憲

・
貞
慶
は
当
時
唯
識
三
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
匠
と
言
わ
れ
た
。
僧
侶

の
堕
落
が
言
わ
れ
る
時
代
に
伝
統
的
な
唯
識
学
を
究
め

学
徳
兼
備
な
蔵
俊

は
、
南
都
仏
教
復
興

の
祖
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
蔵
俊
は
巨
勢
氏
畠
身
。
大
和
国
高
市
郡
池
尻
村
の

「
茅
屋
」
で
生
ま
れ
た
が
そ

の
業
績
の
故
に
、
身
分
を
越
え
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
信
円
は
高
潔
な
蔵
俊
を

一

生
の
師
と
し
て
敬
愛
し
て
い
た
。
蔵
俊
が
維
摩
会
探
題
補
任
の
誉
れ
を
得
た
時
、

出
立
す
る
蔵
俊
に
向
い
信
円
は

「師
資
之
礼
」
を
致
し
、　

「威
儀
之
厳
」
を
成
し

た
。
身
分
上
下
の
厳
し
い
時
代
、

こ
れ

は
破
格
な
こ
と
で
、　

「修
学
面
目
、
誠
絶

古
今
」
と
後
世
の
語
り
草
と
な

っ
た
。
正
願
院
の
仏
事
の
中
に
蔵
俊
月
忌
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
信
円

の
心
情
の
表
わ
れ
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
若
年

か
ら
親
交
が
深
か

っ
た
の
は
異
母
兄
九
条
兼
実
で
あ
る
。

　
　
　
二
十
歳
の
時
、
信
円
は
別
当
尋
範
の
春
日
社
参
詣
の
伴
を
す
る
際
、
兼
実
に
半

蔀
車
を
借
り
受
け
た
。
兼
実
は
、
車
に
牛
、
牛
飼
、
車
副
四
人
、
任
丁
も
付
け
て

南
都

へ
送

っ
て
い
る
。

　
　
　
二
四
歳
の
信
円
が
、
初
め
て
最
勝
講
師
と
な

っ
た
時
、
兼
実
は

「
分
明
覚
釈
、

又
所
作
之
体
太
以
優
美
」
と
手
放
し
で
ほ
め
て
い
る
。
前
年
、
皇
嘉
門
院
御
供
養

で

「
無
骨
」
と
兼
実

の
目
に
映

っ
た
信
円
が
、
こ
の
時
、
見
事
に
成
長
を
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
ゆ
　
兼
実
は
信
円
と
法
宗
宗
法
文
を
談
じ
合

っ
た
時
、　

「錐
二年
齢
未
ツ閑
、
能
練
⇒

習
法
文
↓
尤
可
二歎
美
こ

と
信
円
の
修
学
と
才
智
を
称
賛
し
て
い
る
。

　
　
　
法
華
八
講
講
師
と
し
て
参
内
し
た
信
円
を
、
兼
実
は
自
分
が
使

っ
て
い
た
直
盧

西
庇
で
休
息
さ
せ
、　

「削
氷
瓜
」
を
ふ
る
ま

っ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ほ
ほ
え

ま
し
い
。

　
兼
実
と
円
信
の
交
流
は

『
玉
葉
』
を
見
る
限
り
、
嘉
応
二

(
=

七
〇
)
年

か

ら
建
久
九

(
一
一
九
八
)
年
ま
で
三
十
年
近
く
続
い
て
い
る
。
兼
実
は
信
円
に
興

福
寺
の
様
子
を
聞
い
た
り
、
春
日
詣

の
手
配
、
個
人
的
祈
濤
を
依
頼
し
た
り
し
て

い
る
。
こ
う
い
う
親
交
の
中
で
、
兼
実

の
息
良
円
が
信
円
の
正
統
的
後
継
者
の

一

人
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
ゆ
　
承
安
三

(
一
一
七
三
)
年
、
師
尋
範
は
多
武
峯
が
焼
け
た
責
任
を
問
わ
れ
別
当

を
解
任
さ
れ
て
、
内
山
永
久
寺
に
籠
居
し
た
ま
ま
、
翌
承
安
四

(
二

七
四
)
年

永
久
寺
で
入
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
永
久
寺
は
鳥
羽
上
皇
御
願
の
寺
と
し
て
、
永
久

年
間
に
建
立
、
大
和
国
、
石
上
神
宮
の
南
方
、
山
辺
の
道
ぞ
い
に
あ

っ
た
。
五
十

余

の
堂
舎
を
持

つ
大
寺
で
あ

っ
た
が
、
明
治

の
廃
仏
殿
釈
で
徹
底
的
に
取
り
壊
さ

れ
、
今
は
池

の
み
を
残
こ
す
。

　
尋
範

の
死
で
、
大
乗
院
、
禅
定
院
、
龍
華
樹
院

(後
世
、
こ
の
三
院
を

「
三
箇
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院
家
L
と
称
す
)
と
大
乗
院
が
統
括
し
て
い
た
末
寺

(長
谷
寺
や
永
久
寺
他
)
を

信
円
が
受
け
継
い
だ
。

　
　
　
安
元
三

(
一
一
七
七
)
年
、
興
福
寺
内
は

「寺
中
偏
如
二戦
場
こ

と
な
り
、
信

円
は
京

へ
逃
上

っ
た
。
現
体
制
を
批
判
す
る
範
玄
の
後
白
河
院
方
と
、
院
の
介
入

を
排
除
し
院
が
領
有
す
る
興
福
寺
別
院

の
返
還
要
求
す
る
大
衆
方
と
の
反
目
が
激

化
し
た
。
そ
の
結
果
範
玄
は
解
任
さ
れ
、
範
玄
が
院
の
意
向
を
受
け
て
知
行
し
て

い
た

一
乗
院
は
も
と
の
院
主
信
円
に
返
還
さ
れ
た
。
信
円
は

一
乗
院

・
大
乗
院
を

兼
帯
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
2
　
興
福
寺
再
興

　
治
承
四

(
一
一
八
〇
)
年

=

一月
二
八
目
、
平
重
衡

の
軍
勢
に
よ

っ
て
東
大
寺

大
仏
殿
、
興
福
寺

一
円
が
灰
と
な

っ
た
。
こ
の
年

は
信
円
に
と

っ
て
心
痛
む
年
で

あ

っ
た
。
前
年
治
承
三

(
=

七
九
)
年
、
平
清
盛
に
反
発
し
た
兄
基
房
は
、
摂

政
を
解
任
さ
れ
九
州

へ
流
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
治
承
四

(
一
一
八
〇
)
年
九

月
に
は
師
蔵
俊
が
入
滅
す
る
。

　
　
　
興
福
寺
内
は
、
平
家
方
の
別
当
玄
縁
が
春
日
社
社
司
と
共
謀
し
て
春
日
御
正
体

を
福
原

へ
移
そ
う
と
し
た
の
で
大
衆
が
と
が
め
た
と
い
う
噂
が
立

っ
て
、
寺
中
騒

然
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

　
治
承
四
年
の
兵
火
は
東
大
寺
、
興
福
寺
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
興
福

寺
三
綱
が
提
出
し
た
南
都
焼
失
注
文
を
見
る
と
興
福
寺
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で
東
大

寺
も
大
仏
殿
が
焼
け
大
仏
の
首
が
焼
け
落
ち
た
。

　
ゆ
　
信
円
が
兼
実
に
送

っ
た
手
紙
で
は
、
金
堂
の
十

一
面
観
音
像

の
み
搬
出
で
き
た

と
い
う
。

　
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
信
円
は
興
福
寺
を
建
て
直
す
責
務
を
負

っ
て
別
当
に
就

任
し
た
。
二
九
歳
。
権
別
当
は
覚
憲
、
共
に
蔵
俊
の
弟
子
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊧

、
興
福
寺

は
官
寺
と
同
じ
で
あ

っ
た
か
ら
、
早
速
、
造
興
福
寺
使
が
補
任
さ
れ
、

金
堂
は
朝
廷
が
、
南
円
堂
、
講
堂
、
南
大
門
は
氏
長
者
が
造
営
、
食
堂
は
興
福
寺

が
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
興
福
寺
復
興
と
は
、
伽
藍
の
造
営
だ
け
で
な
く
、
仏
像
、
仏
画
、
仏
具
等
を
新

た
に
作
り
、
経
典
類
の
再
刊
、
寺
内
組
織
の
刷
新
、
治
承
五
年
に
没
収
さ
れ
た
大

和
国

一
円

の
荘
園
の
復
活
等
多
難
な
事
業
で
あ
る
。

　
の
　
安
田
次
郎
茂
は

『
中
世
興
福
寺
と
菩
提
山
僧
正
信
円
』
の
論
考
の
中
で
、
信
円

が
領
有
す
る
喜
多
院
二
階
堂
を
め
ぐ

っ
て
、　
「領
主

・
地
主
に
は
た
ら
き
か
け
、

田
畠
の
段
別
に
米
あ
る
い
は
油
の
奉
加
を
得
る
と
い
う
形
で
喜
多
院
二
階
堂
の
興

行
を
行
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
食
堂
が

「寺
僧
同
心

合
力
」
で
再
建
さ
れ
た
過
程
を
分
析
し
、
結
果
と
し
て
治
承
五

(
一
一
八

一
)
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
朝
廷
に
収
公
さ
れ
た
大
和
国
支
配
は
興
福
寺
に
戻
ら
な
か

っ
た
が
、　

「興
福
寺

の
寺
僧
た
ち
は
、
堂
塔
の
再
建
を
朝
廷
に
申
請
し
、
大
和
国
内
の
各
自
の
所
領
を

申
告
し
て
、
食
堂
造
営
段
米
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
寺
僧
の
所
領
申
告
を

う
な
が
す
働
き
か
け
を
、
安
田
氏
が

一
種
の

「勧
進
」
だ
と
と
ら
え
て
お
ら
れ
る

の
は
新
し
い
視
点
と
い
え
る
。
こ
の
政
策
を
導
き
出
し
た
の
が
信
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
信
円
は
別
当
就
任
ま
も
な
く
、

寺
辺
新
制
を
定

め
た
。

寺
僧
の
身
分
を

「学

衆
」
と

「禅
衆
偏
に
分
け
、
乗
物

・
衣
服

・
所
従
人
数
な
ど
の
区
別

を
明

確

に

し
、
寺
内
組
織
を
整
え
た
。

　
文
治

二

(
一
一
八
六
)
年
。
九
条
兼
実
が
摂
政
氏
長
者
と
な
り
、
南
都
復
興
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
事
業
は
信
円
に
と

っ
て
か
な
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

重
圧
で
あ

っ
た
。
別
当
職
三
年
目
の
寿
永
二

(
一
一
八
三
)
年

信

円

は
兼

実

に

「
凡
世
上
事
如
夢
」
寺
務
及
び
僧
正
を
辞
退
し
た
い
の
だ
が
如
何
と
、
弱
音
を
吐
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菩提山本願信円の夢

い
て
い
る
。

　
文
治
元

(
一
一
八
五
)
年
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
法
要
で
呪
願
師
を
勤
め
、
文
治

三

(
一
一
八
七
)
年
、
兼
実

の
息
良
円
が
入
室
。
そ
し
て
文
治
五

(
一
一
八
九
)

年
、
三
七
歳
で
八
年
間
に
渡

っ
た
別
当
を
辞
任
し
た
。
新
別
当
覚
憲
が
引
き
継
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
い
く
。　
(表

一
参
照
)
隠
退
は
し
た
も
の
の
寺
内
で
指
導
力
は
変
わ
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。

　
元
仁
元

(
一
二
二
四
)
年

一
一
月
十
九
日
、
信
円
は
菩
提
山
正
願
院
に
て
入
滅

し
た
。
享
年
七
二
歳
。

　
　
　
　
　
3
　

二
つ
の
院
家

　

一
乗
院

・
大
乗
院
の
両
院
は
交
互
に
別
当
を
出
し
興
福
寺
を
支
配
し
た
。

一
乗

院
は
近
衛
家

の
子
弟
が
、
大
乗
院
は
九
条
家
の
子
弟
が
入
る
と
い
う
原
則

の
源
は

信
円
に
あ
る
。

こ
の
両
門
体
制
成
立
に

つ
い
て
は
安
田
次
郎
氏
が
前
掲

の
論
文
で

的
確
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
線
に
添

っ
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
以
降
は

(
図

一
)

の
院
主
相
承
次
第

を
参
考
の
こ
と
。

　
　
　
　

一
乗
院
院
主
及
び
大
乗
院
院
主
相
承
次
第

(図

一
)

通
　
実

頼
i
師

1【ll尋 玄 覚 師

範 覚 信 通
④ ② ①1　 　 　 忠実

　 　 　 1　 　 　 忠通

　 　 　 1

 

一
乗
院
院
主
相
承
は
①
～
⑤

1
基

実

!

(
松

殿

)

ー
基

房
1

(
近
衛
)

信
円
③
⑬

 

(
九
条
)

ー
兼
実

実 基尊
通
◎1　 実

　 信
③⑤

1
良 良
経 円
1④
道家

1
円⑪
実

　
　
　
大
乗
院
院
主
相
承
は
④
～
③

　

一
乗
院
は
十
世
紀
末
建
立
さ
れ
、
四
代
頼
尊
の
時
寝
殿
等
を
も

つ
本
格
的
院
家

が
作
ら
れ
、
五
代
覚
信
か
ら
代
女
摂
関
家
子
弟
が
入

っ
た
。

　

一
方
、
大
乗
院
は
、

=

世
紀
末
、
隆
禅
が
建
立
し
、
摂
関
家
出
身
の
尋
範
が

入

っ
て
か
ら
有
力
な
院
家
と
な

っ
た
。

　
信
円
は
も
と
く

一
乗
院
院
主
で
あ

っ
た
が
、
師
の
尋
範
が
入
滅
し
た
後
、
両

院
家
を
掌
握
し
た
。
院
主
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
院
に
付
随
す
る
別
院
、
末
寺
、

荘
園
、
座
を
支
配
す
る
こ
と
で
、
信
円
は
興
福
寺
最
大
の
権
力
者
と
な

っ
た
。
信

円
は
両
院
家
の
相
承
を

一
人
に
し
ぼ
る
こ
と
は
せ
ず
、

一
乗
院

を
九
条

家
良

円

に
、
大
乗
院
を
松
殿
家
実
尊
に
譲

っ
た
。

　
良
円
は
九
条
兼
実
の
息
で
文
治
三

(
一
一
八
七
)
年
、
信
円

に
入
室

し

て

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
。
入
室
に
つ
い
て
は
、　
『
玉
葉
』
に
詳
し
い
。　
一
乗
院
院
主
に
な

っ
た
年

は
不

　
　
　
　
　

明
だ
が
、
承
元
二

(
一
二
〇
八
)
年
以
前
か
。

　
信
円
は
晩
年
、
菩
提
山
正
暦
寺
内
に
、
念
願

の
別
院
正
願
院
を
建
て
、
良
円
に

継
が
せ
る
予
定
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
良

円

は
承
久

二

(
一
二
二

〇
)
年
、
信
円
生
存
中
に
四
二
歳
で

一
乗
院
に
て
入
減
し
た
。
信
円
六
八
歳
の
時

で
あ
る
。
良
円
は
恐
ら
く
信
円
が
最
も
正
統
と
考
え
た
弟
子
で
あ
ろ
う
。
良
円
は

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

正
願
院
内
の
伽
藍
常
光
院
の
墓
に
葬
ら
れ
た
。
翌
年
か
ら
故
良
円
の
仏
事
が
常
光

院
で
始
め
ら
れ
る
。

　
正
暦
寺
で
は
、
伽
藍
常
光
院

(寺
伝
で
は
浄
光
院
)
の
地
名
の
み
残
さ
れ
、
跡

地
の

一
角
に
、
信
円

・
良
円

・
基
房
と
伝
え
ら
れ
る
三
基
の
墓
が
あ

っ
た
。　
(
昭

和
四
十
八
年
本
堂
下
に
移
転
)
鎌
倉
期

の
宝
簾
印
塔
で
あ
る
。

そ

の
内

一
基

か

ら
、
宋
代
龍
泉
窯
の
青
磁
骨
蔵
器

(国
重
文
)
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
正
暦
寺
で
は
代
々
、
良
円
を
正
願
院
二
世
と
し
て
供
養
し
て
来
た
。
明
治
以
前
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と
思
わ
れ
る
良
円
の
位
牌
が
あ
る
。
そ

こ
に
は

「当
山
正
願
院
第
二
世
良
円
　
不

生
位
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
大
乗
院
を
継
い
だ
実
尊

は
、
信
円
と
同
母
兄
松
殿
基
房
の
息
で
、
良
円

よ
り

一
歳
年
下
で
あ
る
。
信
円
に
と

っ
て
は

一
番
血
の
濃

い
甥
で
あ
る
。　
『
大
乗

院
日
記
目
録
』
治
承
五

(
一
一
八

一
)
年
条
に
、
わ
ず
か
二
歳
で
信
円
に
入
室
と

記
す
る
。
安
田
氏
は
前
掲
の
論
考
で

コ

一歳
と
い
う
幼
さ
は
異
例
で
あ
る
が
、
基

房
は
治
承
三

(
一
一
七
九
)
年
、
平
氏

の
た
め
に
失
脚
、
流
罪
の
憂
き
目
に
あ

っ

て
お
り
、
松
殿
家
の
没
落
が
信
円
を
し
て
こ
の
不
運
な
甥
を
ひ
き
と
ら
せ
た
の
で

あ
ろ
う
L
　
(
三
四
頁
)
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
時
に
信
円
、
二
七
歳
。
実
尊
に
と

っ
て
、
信
円
は
師
で
あ
る
と
共
に
親
代
り
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。　
『春
日
現
権
記
』

第
四
段

「大
乗
院
僧
正
事
」
と
し
て
、
故
信
円
の
中
陰
法
要
前
夜
、
実
尊
は
持
病

の
喘
息
の
発
作
が
起
り
悲
嘆
に
く
れ
て

い
る
と
、
夢
に
神
鹿
が
現
わ
れ
、
病
が
な

お
り
、
無
事
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。

　
実
尊
は
、
実
質
的
に
信
円
の
後
継
者
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
墓
地
は
唐
招
提
寺
に

あ
る
も
の
の
、　
「
後
菩
提
山
」
と
号
さ
れ
た
。
そ
し
て
正
暦
寺
も
以
降
、
大
乗
院

に
付
属
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
良
円
の
夫
逝
で
、

一
乗
院
は
九
条
家
良
円
、
大
乗
院
は
松
殿
実
尊
と
い
う
信
円

の
構
想
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
信
円
の
構
想

の
中
に
入

っ
て
い
な
か

っ
た

⑳近
衛
家
で
は
、
基
通
が
息
子
実
信
を
強
引
に
良
円
に
入
室
さ
せ
、
さ
ら
に
信
円
の

よ
う
に
大
乗
院
も
継
が
せ
よ
う
と
画
策
し
た
。
後
鳥
羽
院
を
動
か
し
、
信
円
に
近

衛
家
領
の

一
つ
長
河
庄
を
譲

っ
て
、
建
保
五

(
一
二

一
七
)
年
、
よ
う
や
く
実
信

を
大
乗
院
実
尊
の
弟
子
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
近
衛
家
の
両
院
家
兼
帯
を
よ
し
と
し
な
か

っ
た
信
円
は
、
承
久

の
変
後
、
九
条

道
家
の
息
円
実
を
、
大
乗
院
実
尊

の
弟

子
に
し
た
。
実
尊

の
あ
と

一
時
的
に
近
衛

家
実
信
が
大
乗
院
を
継

い
だ
が
、
九
条
道
家
の
孫
、
尊
信
を
円
実

の
弟
子
に
す
る

こ
と
で
、
大
乗
院
は
後

々
、
九
条
家
の
子
弟
に
相
承
さ
れ
た
。

こ
こ
に

一
乗
院
11

近
衛
家
、
大
乗
院
目
九
条
家
と
い
う
構
図
が
作
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

二
　
信
円
の
夢
、
正
願
院

　
　
　
　
　
1
　

正
暦
寺
復
興
と
正
願
院
建
立

　
往
時
八
六
の
房
舎
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
菩
提
山
正
暦
寺
は
、
治
承
四

(
一

一
八
〇
)
年

の
南
都
焼
き
討
で
全
山
炎
上
、
本
尊
薬
師
如
来
筒
像

(
白
鳳
時
代
、

国
重
文
)
を
除

い
て
焼
失
し
た
。

こ
の
事
件
に
は
、

信
円
が
深
く
関
わ

っ
て

い

る
。
　
ゆ
　
寺
伝
で
は
、
南
都
五
大
寺

の
衆
徒
が
反
平
氏
軍
を
集
結
さ
せ
た
中
に
正
暦
寺
衆

徒
も
出
兵
し
、
そ
の
た
め
に
平
氏

の
焼
き
討
ち
に
あ

っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、

一

部
今
に
伝
わ
る
信
円

の
日
記
を
見
る
と
、
焼
き
討
ち
の
日
は
、
信
円
は
菩
提
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ポ
ダィ
セ
ソ

住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。　

「南
都
追
捕
之
由
風
聞
之
問
、
予
錐
住
弗
山
南
都
近
所

間
、
俄
渡
内
山
慈
源
坊
了
」
と
あ

っ
て
、
危
険
を
感
じ
た
信
円
は
内
山
永
久
寺
慈

源
坊
に
移

っ
た
。
翌
日
の
記
事
も
伝
わ

っ
て
い
る
。　
「官
兵
等
於
可
拠
所
々
山
寺

之
由
風
聞
、
傍
立
隠
上
山
中
、
然
而
無
殊
事
、
申
剋
許
還
住
慈
源
房
了
」　

官
兵

が
あ
ち
こ
ち
の
山
寺
を
探
索
し
て
い
る
ら
し
い
と
聞
き
山
の
奥
ま
で
逃
げ
た
が
大

丈
夫
だ

っ
た
の
で
慈
眼
坊
に
も
ど

っ
た
と
い
う
。
カ
リ
ス
マ
性
の
あ
る
信
円
は
平

氏
に
と

っ
て
当
時
、
危
険
人
物
で
あ

っ
た
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
正
暦
寺
を
再
興
し
、
別
院
正
願
院
を
立
て
て
自
分
の
終
焉
の
地
と
し

た
信
円
で
あ
る
が
、
正
暦
寺
焼
失
に
対
す
る
自
責

の
念
が
強
く
、
ま
た
長
年
愛
着

の
強
い
地
で
あ
る
が
故
に
、
自
坊
を
正
願
院
と
し
て
発
展
さ
せ
理
想
の
宗
教
空
間

を
作
ろ
う
と
し
た
。
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正
暦
寺
復
興
と
正
願
院
建
立
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

〈
正
暦
寺
関
係
〉

②

コ

八
一
(養
和
元
)

正
月
　
清
盛
の
た
め
寺
領
没
収

④

=

八
七

(文
治
三
)

　
源
頼
朝
が

「更
壱

千
貫
文

ノ
寺
産

被
二相
寄
こ

一
一
八
九

(文
治
五
)

⑤
八
月
井
山
五
ケ
条
掟
法

⑥

二

九
四

(建
久
五
)

三
月
十
日
井
　
山
井
大
宅
寺
防
示
定
之

⑦

一
二
〇
八

(承
元
二
)

四
月
十
六
日
　
井
山
御
経
蔵
建
立

⑧

=

二

八

(建
保
六
)

井
山
本
堂
建
立
之
、
本
尊
丈
六
阿
ミ
タ

拝
小
仏
薬
師

　

〈
正
願
院
関
係
〉

①

=

八
〇

(治
承
四
)

　
正
願
院
自
元
建
之

③

=

八
六

(文
治
二
)

七
月
十
五
日
　
正
願
院
本
尊
弥
勒
仏
開

眼
供
養
、
本
尊
は
三
尺
、
皆
金
色
で
運

慶
の
作
、
開
眼
尊
師
内
山
蓮
恵
随
念
房

聖
人正

願
院
自
元
建
之

正
願
院
自
元
建
之

⑨

一
二
二
〇

(
承
久
二
)

五
月
十
四
日
　
僧
正
良
円
入
滅
四
二

井
山
常
光
院
御
墓

⑩

=

一一
二

(
承
久
三
)

故
良
円
僧
正
仏
事
、
於
弁
山
常
光
院
長

日
修
之
始

①
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
は

「大
乗
院
日
記
目
録
」

よ
り
引
用
。
②
④
は
正
暦
寺
文
書

「菩
捷
山
正
暦
寺
原
記
」
③
は
内
山
永
久
寺
置
文
に
載
せ
る

「菩
提
山
僧
正
御
暦

記
」
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
建
立
の
経
過
を
見
る
と
、

正
願
院
の
方
が
早
く
着
手

さ
れ
、

③
文
治
二

(
=

八
六
)
年
本
尊
仏
の
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
信
円
が
別
当
に
在
職
中

で
あ
る
。
正
願
院
完
成
に
つ
い
て
は
①
⑤
⑥
と
三
説
が
あ

っ
て
、

一
番
お
そ
い
⑥

建
久
五

(
一
一
九
四
)
年
説
を
取

っ
て
も
正
暦
寺
本
堂
は
完
成

し
て

い
な

か

っ

た
。

　
正
暦
寺
建
立
は
⑦
承
元
二

(
一
二
〇
八
)
年
、
ま
ず
経
蔵
が
完
成
、
⑧
建
保
六

(
=

二

八
)
年
に
よ
う
や
く
本
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
兵
火
で
焼

け

た
治

承

四

(
=

八
〇
)
年
か
ら
、
実
に
三
八
年

の
歳
月
が
か
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
尋
尊

の

「大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十

(
一
四
七
八
)
年
六
月

二
六
日
の
条

に
よ
る
と
、

正
願
院
本
尊
は
菩
提
山
根
本

之
仏

で
、

本
願
大
僧
正

(信
円
)
は

「
正
願
院
御
堂
、
中
門
、
奈
良
大
門
被
建
之
」
次
に

「
次
薬
師
堂
塔
、
真
言
堂
以

下
者
、
至
後
代
次
第
く

造
営
立
了
」
と
あ

っ
て
、
ま
ず

は
正
願
院
御
堂
が
、
次

に
門
が
建
て
ら
れ
た
。
中
門
は
正
願
院
の
門
で
あ
ろ
う
。
奈
良
大
門
は
現
在
正
暦

寺
境
内
の
入
口
に
地
名
と
し
て

「ダ
イ
モ
ン
」
が
残
る
地
に
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
門
は
存
在
し
て
い
た
が
台
風
で
倒
壊
し
て
し
ま

っ
た
。

外
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
門
は
い
ち
早
く
建
立
さ
れ
た
。
正
願
院
が

一
応
の

完
成
を
見
て
か
ら
、
薬
師
堂
塔
、
真
言
堂
が
建
て
ら
れ
、
あ
と
は
何
年
に
も
わ
た

っ
て
造
立
が
続
け
ら
れ
た
と
尋
尊
は
述
べ
て
い
る
。

　
⑧
本
堂
建
立
に
あ
た
り
、
本
尊
と
し
て
丈
六
阿
弥
陀
仏
と
小
仏
薬
師
如
来
の
二

体
で
あ

っ
た
と
は
興
味
深
い
。
小
仏
薬
師
如
来
は
現
存
す
る
本
尊
薬
師
如
来
椅
像

で
ほ
ぼ
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
白
鳳
期
の
金
銅
仏
の
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

@

阿
弥
陀
仏
は
本
堂
下
中
尾
谷
に
法
然
の
弟
子
と
称
す
る
念
仏
聖
人
達
が
住
み
念
仏

信
仰

の
地
で
あ

っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
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窓史

　
大
事
な
記
事
に
⑥
建
久
五

(
=

九
四
)
年
、
正
暦
寺
と
大
宅
寺
と
の
境
界
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

定
め
、
境
内
を
確
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大
宅
寺
は
不
詳
で
あ
る
が
恐
ら
く
西
に

ひ
と
山
越
え
た
山
村
か

一
説
に
は
白
毫
寺
付
近
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
伽
藍
造
営
の
費
用
は
ど
う
捻
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
②
養
和
元

(
一
一
八

一
)
年
、
兵
火
の
後
、
正
暦
寺
の
寺
領

は
他
の
大
和
国
の
各
寺
領
と
共
に
、
没
収

さ
れ
た
。
が
そ
の
後
恐
ら
く
返
還
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
④
文
治
三

(
一
一
八
七
)
年
、
源
頼
朝
か
ら

一
千
貫
文
が
正
暦
寺
再
興
資
金
と

し
て
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。
正
暦
寺
文
書
に
そ
の
御
教
書
と
言
わ
れ
る
文
書
の
写

し
が
残

っ
て
い
る
。

　
再
建
資
金
と
な

っ
た
の
は
、
寄
進
を
受
け
た
田
畠
や
金
銭
で
あ

っ
た
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
元
久
元

(
=

一〇
四
)
年
、　

「
菩
提
山
十
三
重
御
塔
」
に
寄
進
し
た

田
を
沽
却
す
る
と
い
う
売
券

は
そ
の
事

例
で
あ
る
。
ま
た
、
米
や
銭
を
貸
し
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
利
潤
を
上
げ
る
こ
と
も
行

な
わ

れ

た
。
元
久
三

(
一
二
〇
六
)
年
の
文
書
で

は
、　

「菩
提
山
本
堂
修
理
米
」

は
貸
し
出
さ
れ
、
利
息
を
付
け
て
返
還
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
、
本
堂
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
前
掲
、
元
久
元
年

の
売
券
に

は
、　
「菩
提
山
聖
人
」
と
い
う
名
が
見
え

る
。
当
時
、
菩
提
山
聖
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
専
心
と
い
う
勧
進
僧
で
、

興
福
寺
北
円
堂
造
立
に
際
し
、
肌
身
離
さ
ず
持

っ
て
い
た
白
檀

の
弥
勒
仏
を
北
円

堂
中
尊
の
中
に
奉
籠
し
た
こ
と
が
願
文
に
見
え
る
。
建
暦
二

(
=

一
=

一)
年
の

こ
と
で
あ
る
。
恵
心
は
北
円
堂
勧
進
に
あ
た

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
専
心
が
信
円
の
も
と
で
菩
提
山
の
山
内
経
営
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

先
述
の
元
久
元
年

の
売
券
に
署
名
し
て
い
る

こ
と

で
わ

か
る
。
ま
た
、
建
保
七

(
=

二

九
)
年
三
月
二
八
日
付
の
信
円
の
御
教
書
は
吉
野
金
峰
山
と
高
野
山
の

境
界
争
い
に
対
し
て
高
野
山
に
向
け
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に

「専

心
奉
L
と
の
署
名
が
み
え
る
。

　
ま
た
専
心
は
笠
置
上
人
貞
慶
と
親
交
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
笠
置
寺
に
伝
わ
る
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

久
七

(
一
一
九
六
)
年
の
弥
勒
講
式
の
奥
書
に
貞
慶
は
、　
「
依
井
山
作
也
」
と
記

し
て
い
る
。

こ
の

「井
山
」
は
専
心
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
専
心
以
外

の
勧
進
上
人
が
い
る
。
寛
喜
三

(
=

;
二

)
年
、
法
隆
寺
金
堂
阿

弥
陀
仏
と
脇
士
を
新
し
く
鋳
造
し
た
際
の
大
勧
進
に

「菩
提
山
静
恩
浄
覚
房
井
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
@

了
房
観
俊
法
師
」
が
い
る
。
ま
た
賢
了
は
弘
長
二

(
=

一六
二
)
年
岡
本
寺

(岡

寺
)
塔
修
理
の
勧
進
上
人
で
あ
り

「菩
提
山
住
」
と
の
記
録
が
あ
る
。
菩
提
山
再

興
に
は
こ
の
様
な
勧
進
上
人
の
活
躍
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
山
内
経
営
に
か
か
せ
な
い
も
の
に
規
律
の
制
定
が
あ
る
。
先
述
⑤
文
治
五

(
一

一
八
九
)
年
八
月
の

「弗
山
五
ケ
条
掟
法
」
が
そ
れ
で
、
同
年
五
月
に
信
円
は
別

当
を
辞
任
し
、
菩
提
山
、の
再
建
に
本
腰
を
入
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
の

「菩
提
山
五
ケ
条
掟
法
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
が
、
そ
れ
を
推
測
す
る

手
が
か
り
は
あ
る
。
そ
れ
は
正
暦
寺
と
兄
弟
と
も
い
え
る
似
か
よ

っ
た
寺
、
内
山

永
久
寺

の
例
で
あ
る
。
永
久
寺
は
信
円
の
師
尋
範
が
支
配
し
て
い
た
寺
で
、
尋
範

没
後
は
大
乗
院
別
院
の

一
つ
と
し
て
信
円
が
領
有
し
て
い
た
。
信
円
在
世
中
に
出

　
　
　
ゆ

さ
れ
た
掟
法
が
七
種
伝
わ

っ
て
い
る
。
正
暦
寺
の
掟
法
も
そ
う
変
わ
り
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。

　
元
暦
元

(
一
一
八
五
)
年

の
掟

で
あ
る
。

　
　
女
人
不
可
出
入
諸
房
事

　
　
山
門
住
房
不
可
譲
他
所
人
、
沽
却
同
前

　
　
山
内
不
可
乗
馬
事

　
　
不
可
打
双
六
事

　
　
不
可
打
毬
打
事
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湯
屋
入
堂
不
可
指
要
刀
事

　
　
背
起
請
輩
不
可
見
隠
、
又
不
可
申
致
無
実
事

　
①
女
性
の
諸
房
出
入
の
禁
止
。
実

は
但
と
あ

っ
て

「世
間
騒
動
怖
畏
之
時
」
と

「
仏
事
聴
聞
」
の
時
は
許
さ
れ
た
。
②
房
舎
を
勝
手
に
他
所
の
人

へ
譲

っ
た
り
売

っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
③
下
馬
の
こ
と
。
④
双
六
な
ど
賭
博
禁
止
⑤
打
毬
な

ど
遊
興
禁
止
⑥
湯
屋
に
刀
は
も
ち
こ
ま
な
い
こ
と
。
⑦

こ
の
起
請
に
背
い
た
者
は

逃
げ
隠
れ
せ
ず
、
う
そ
を
言
わ
な
い
こ
と
。
以
上
は

一
番
基
本
的
な
規
律
と
い
え

よ
う
。

　
後
世
に
な
る
が
、　
「大
乗
院
事
社
雑
事
記
」
文
明
三

(
一
四
七

一
)
年
三
月
二

七
日
条
に
は
、
尋
尊
が
菩
提
山
に
申
し
渡
し
た
三
ケ
条
掟
法
が
あ
る
。

　
①
寺
中
で
の
女
人
夜
宿
の
禁
止
。

　
②
寺
中
で
、

ニ
ラ
、
ネ
ギ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
魚
肉
を
用
い
て
は
い
け
な
い
。

　
③
学
衆
も
禅
衆
も
自
分
の
坊
舎
を
俗
縁

の
人
、
主
任

(
か

っ
て
の
主
人
か
)
に

売
買
し
て
は
い
け
な
い
。

い
つ
の
世
も
変
わ
ら
ぬ
制
札
の
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
2
　
正
　
願
　
院

　
信
円
は
若

い
時
か
ら
、
菩
提
山
の
他

に
自
分
の
別
院
正
願
院
を
建
て
る
こ
と
を

構
想
し
て
い
た
。
信
円
は
正
願
院
に
ど

ん
な
夢
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
を
察
せ
ら
れ

る
文
書

が
あ

る
。
建
保
三

(
=

コ

五
)
年

一
二
月

　「大
和
勾
田
荘
用
途
注
文
」
で
あ
る
。

　

一
乗
院
領
勾
田
庄

(
天
理
市
勾
田
町
か
)

の
庄
務
は
大
僧

正

(
覚
信
)
・
中
僧

正

(玄
覚
)
・
伊
豆
僧
正

(恵
信
)
と
五
身

(
自
分
信
円
)
と
四
代
に
わ
た

っ
て

行
な

っ
て
き
た
が
、
現
在
は

一
乗
院
の
特
別
な
所
役
も
な
い
の
で
、

一
乗
院
長
講

堂
所
用
の
充
分
他
を
の
ぞ
い
た
残
り
を

正
願
院
に
割
り
充
て
、
庄
務
も
正
願
院
が

行
な
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
正
願
院
分
は
、　

「先
考

(
父
)
先
比

(
母
)

五
身

(信
円
)
」

の
忌
日
と
春
秋

二
季
彼
岸
仏
事

の
費
用
に
充

て

た

い
と
述

べ

る
。

　
信
円
が
正
願
院
に
描
い
た
夢
の
形
は
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
探

れ

そ
う

で
あ

る
。

一
つ
は
興
福
寺
文
書
に
お
け
る
寛
喜
二

(
一
二
三
〇
)
年
四
月
二
十
日
付
の

　

⑳
「
正
願
院
仏
事
用
途
所
当
注
進
状
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
よ

く
似

た
内
容

の

「
三
箇
院
家
抄
第
三
」
の

一
連
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
か
ら
、
正
願

院
の
組
織
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
。

　

正
願
院
付
随
の
伽
藍
常
光
院
に
は
二
つ
の
主
要
な
建
物
が
あ
る
。

一
つ
は
門
の

近
く

の
十
三
重
大
塔
で
も
う

一
つ
は
、
塔
の
奥
に
あ
る
大
講
堂

(
弥
勒
堂
)
で
あ

る
。
塔
に
関
す
る
仏
事
、
費
用
等
は
御
塔
方
、
大
講
堂
に
関
す
る
こ
と
は
御
堂
方

と
し
て
、
正
願
院
の
仏
事
、
荘
園
の
所
当
等
は
大
半
が
こ
の
ど
ち
ら
か
に
宛
て
ら

れ
た
。

　
御
塔
方
、
御
堂
方
両
者
と
も
毎
日
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
念
仏
唱
号
で

あ
る
。
御
堂
方
は
弥
勒
の
宝
号
、
御
塔
方
は
釈
迦
の
宝
号
を
断
や
さ
ず
に
唱
号
す

る
不
断
念
仏
で
、
各
々
念
仏
所
と
念
仏
衆
が
お
か
れ
た
。
念
仏
衆
は
各

一
二
人
で

四
人

一
組
と
な

っ
て
十
日
毎
に
交
替
し
た
。
念
仏
所
に
支
給
さ
れ
た
畳
は
六
畳
分

で
、
こ
れ
を
敷
き
詰
め
た
六
畳
分
が
念
仏
所
の
広
さ
か
も
知
れ
な
い
。　
「
三
箇
院

家
抄
第
三
し
に
御
堂
方
、
御
塔
方
の
各
念
仏
衆
の
規
律
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

御
堂
方
の
番
衆
の
規
律
七
ケ
条
。

　
貞
応
三

(
=

一二
四
)
年

一
一
月

二
十
日
信
円
入
滅

の
次
の
日
か
ら
仏
事
が
始

め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(信

　
①
毎
時
始
持
十
善
戒
、
満
尊
勝
陀
羅
尼
三
反
、
可
令
祈
請
過
去
聖
霊
井
念
仏
本

円

)
願
上
人
証
大
菩
提
兼
院
家
安
隠
之
由
者
」
で
始
ま
る
。
欠
席
は
科
怠
に
処
す
、
番

251



窓史

衆

・
代
官
以
外
は
勤
仕
さ
せ
な
い
事
、
番
衆
が
遅
刻
し
て
少
し
で
も
仏
事
が
始
ま

っ
て
い
た
ら
途
申
か
ら
加
わ
ら
ず
次
の
番
に
入
る
事
、
代
官
は

一
人
で
決
裁
せ
ず

評
定

の
場
を
持
て
、
順
番
に
四
人
が
念
仏
所
に
参
宿
し
て
御
堂
を
守
護
せ
よ
、
仏

具
等
が
紛
失
し
た
ら
番
衆
と
承
仕
が
沙
汰
せ
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

一
方
御
塔

方

の
掟
は
建
久
七

(
一
一
九
六
)
年
日
付
で
記
さ
れ
、

こ
の
年
ま
で
に
十
三
重
御

塔
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
塔
方

の
掟
は
厳
し
い
。
①
当
番
四
人
は

一
人
も
欠
席
せ
ず
に
夜
宿
せ
よ
。
②

よ
く
知
ら
な
い
者
や
幼
い
者
を
代
官
に
す
る

な
。
　
③
火
事
、
盗
賊
等
出
来
之
時
者
、
番
衆
最
前
合
声
可
吹
蛛
者
　

(
全
員
で
声
を

あ
げ
法
螺
を
吹
け

と

い
う

こ
と

か
)
④
念
仏
所
に
は

「
弓
箭
」
　
(
弓
矢
)
を
置

け
。
御
堂
方
に
比
べ
て
異
様
な
ほ
ど
厳
し
く
臨
戦
体
制
を
と

っ
て
い
る
が
、
古
絵

図
を
見
る
と
御
塔
は
門
に
近
く
院
家
を
守
る
警
備
所
を
念
仏
所
が
兼
ね
て
い
た
よ

う
で
あ

る
。

　
御
堂
方

・
御
塔
方
の
活
動
を
対
比
し
た

(
表
二
)

　
　
　

正
願
院
御
塔
方
と
御
堂
方
仏
事

御
塔
方

御
堂
方

本
尊

釈
迦
如
来

　
　

舎
利
講
式
読

不
断
念
仏
は
釈
迦
の
宝
号

念
仏
所
番
衆
12
口

　

　

　

〈
月
忌
〉

定
信

、
善
慶
、

本
尊
　
弥
勒
菩
薩

(運
慶
作
)

　
　

弥
勒
講
式
読

不
断
念
仏
は
弥
勒
の
宝
号

念
仏
所
番
衆
12
口

　
過
去
聖
霊
、
信
円
菩
提
、

　
院
家
安
穏
を
祈
請

　
　
　
〈月
忌
〉

皇
嘉
門
院
、
藤
原
忠
通

(信
円
父
)
、
源
俊

子

(信
円
母
)
、
恵
信

(信
円
兄
)
、
蔵
俊

(信
円
学
師
)
、
尋
範

(信
円
師
)
、
阿
母

比
丘
、
後
に
実
尊
、
藤
原
信
実

　
　
　
〈仏
事
〉

魔
界
廻
向
、
浬
葉
会
、
最
勝
王
経
転
読

他
、
信
円
入
滅
後
舎
利
講

会十
他善　壌

　布盆　嘩專

　簸　盆

　裏
浴
像

　
月
忌
、
忌
日
供
養
は
主
に
弥
勒
仏
の
い
る
御
堂
で
す
る
。
皇
嘉
門
院
聖
子

(信

円
姉
)、
藤
原
忠
通

(信
円
父
)
、
源
俊
子

(
信
円
母
、

中
御
門
殿
)、

恵
信

(信

円
兄
、
師
)、
尋
範

(信
円
の
師
)
、

そ
し
て
蔵
俊

(信
円
の
学
師
)、

阿
母
比
丘

(
不
詳
)
で
後
世
、
実
尊
、
藤
原
家
実
と
数
人
の
僧
尼
が
入

っ
て
い
る
。
御
塔

の

定
信
、
善
慶
は
不
詳
で
あ
る
。

　
仏
事
を
見
る
と
、
法
相
宗
ら
し
い
三
蔵
会
と
戒
律
に
か
か
わ
る

「
布
薩
」、
「十

善
戒
」
が
目
に
つ
く
。　
「
十
善
戒
」
は
お
そ
ら
く
十
善
戒
の
法
文
を
唱
え
る
易
行

も
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
常
光
院
の
十
善
戒
仏
事
に
は
、
俗

男
女
の
参
詣
を
受
け
入
れ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
ま
た
信
円
忌
日
の

一
一
月

一
九
日
に
は
管
絃
、
舞
楽
を
交
え
た
盛
大
な
舎
利
講

が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
参
詣
が
あ
る
と

一
円
無
住
は

「
沙
石
集
」

で
述

べ

て

い

る
。

　
正
願
院
領

は
興
福
寺
を
本
所
と
し
、
仏
事
等

の
費
用
別
に
収
支
が
細
分
さ
れ
、

中
に
は
ご
く
わ
ず
か
な
得
分
を
差
し
出
す
だ
け
の
も

の
も
あ
る
。
主
な
も
の
を
挙

げ
る
と

①
御
堂
方
…
…
波
多
庄
、
大
宅
寺
庄
、
勾
田
庄
、
小
山
戸
庄
、
釈
土
寺
庄
、
中
山

庄
、
水
涌
庄

(
以
上
大
和
国
)
清
原
庄

(
不
詳
)

②
御
塔
方
…
…
中
山
庄
、
奈
良
坂
庄
、
荻
庄
、
針
庄
、
小
夫
庄
、
靹
田
庄
、
端
室

庄
、
八
嶋

(
以
上
大
和
国
)
山
尼
庄

(
不
詳
)

　
そ
の
他
、
信
円

一
代
に
限
り
寄
進
さ
れ
た
摂
関
家
領
長
河
庄

(奈
良
県
北
葛
城

郡
広
陵
町
)
と
皇
嘉
門
院
忌
日
供
養
用
途
の
た
め
に
今
泉
庄
か
ら
綿
が
進
上
さ
れ
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て
い
る
。
今
泉
庄
は
摂
関
家
領
和
泉
国
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、　
「
玉
葉
」
寿
永

二
年
三
月

一
七
日
条
に
、
故
皇
嘉
門
院
領
と
し
て
信
円
に
越
前
の
今
泉
庄
が
譲
ら

れ
た
と

い
う
記
事
が
あ
り
、
越
前
国
と
解
釈
し
た
い
。

　
正
願
院
は
江
戸
時
代

の
古
絵
図
を
見

る
と
、
常
光
院
、
正
願
院
と
思
わ
れ
る
院

家
、
鎮
守
社
六
所
社

(熊
野
、
吉
野
、
春
日
、
八
幡
、
白
山
、

大
龍
王
)
。

常
光

院
に
は
弥
勒
大
講
堂
、

十
三
重
大
塔
、

御
影
堂
、

経
蔵
、

と
墓
所

(
信
円
、
良

円
、
基
房
)
と
門
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
正
願
院
の
本
尊
弥
勒
仏
は
運
慶
作
で
金
色
、
三
尺
で
あ

っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。

　
尋
尊
作
と
さ
れ
る
興
福
寺
文
書

「本
尊
目
六
し　
(
美
術
研
究
第
五
八
号
　

一
九

三
六
年
)
に
正
願
院
の
絵
を
記
し
て
い
る
。

①
正
願
院
十
三
重
塔
障
子

の
絵

一
六
鋪

　
法
相
八
祖
、
聖
徳
太
子
、
良
弁
、
智
証
、
恵
灌
、
玄
弊
三
蔵
、
義
淵
、
籔
真
、

　
伝
教
大
師
、
弘
法
大
師

②
正
願
院
堂
後
障
子

　
来
迎
菩
薩

一
鋪
　
　
　
尊
智
法
眼
筆

③
正
願
院
経
蔵
下
陣
壁
代

　
砒
沙
聞
天
等
四
天
　
四
鋪
　
各
住
吉
法
眼

④
正
願
院
彼
岸
本
尊

　
尺
迦
阿
弥
陀
　
二
鋪
　
各
住
吉
法
眼
筆

　
以
上

の
絵
画
は
尋
尊
以
前
に
正
願
院

か
ら
大
乗
院
に
移
さ
れ

た
も

の
で
あ

ろ

う
。

　
以
上
の
様
に
正
願
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、

二
つ
の
方
向
性
に
気
づ
く
。

一

つ
は
、
父
母
、
兄
弟
、
師
匠
等
と
信
円
自
身
の
追
善
供
養

の
場
、
墓
所
と
し
て
の

正
願
院
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
信
仰

の
場
と
し
て
の
正
願
院
で
あ
る
。

　
信
円
の
生
き
た
時
代
、
席
巻
し
て
い
た
の
は
末
法
思
想
で
、
そ
れ
は

一
つ
の
終

末
思
想
で
も
あ

っ
た
。

現
世
に
救

い
な
く
、

釈
迦

の
教
え
も
理
解
さ
れ

な
く

な

る
。

来
世
、

阿
弥
陀
仏
の
住
む
極
楽
浄
土

へ
の
死
後

の
再
生
を
人
々
は
夢

に
見

た
。

こ
れ
が
阿
弥
陀
信
仰
で
あ
る
。
法
然
の
専
修
念
仏
に
対
し
、
南
都
の
革
新
的

な
人
々
は
、
釈
迦
信
仰
と
弥
勒
信
仰
を
深
め
て
、
釈
迦
や
弥
勒
仏
の
宝
号
を
唱
え

る
簡
単
な
修
行
を
あ
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
釈
迦

の
時
代
が
熱
烈
に
希
求
さ
れ
、
戒
律
を
見
直
し
、
生
身
の
釈
迦
と
生
き
て

み
た
い
と
い
う
思

い
は
釈
迦
信
仰
と
し
て
燃
え
上

っ
た
。
が
反
面
、
釈
迦
は
過
去

の
人
で
あ
り
、

い
く
ら
思
慕
し
て
も
生
身
の
釈
迦
に
は
会
え
な
い
。
そ
こ
で
釈
迦

入
滅
後
五
七
億
七
千
万
年
後
に
降
臨
し
て
仏
弟
子
を
救
う
弥
勒
仏

へ
の
信
仰
が
広

ま

っ
た
。
釈
迦
と
弥
勒
仏
は
同
体
で
、
弥
勒
信
仰
と
釈
迦
信
仰
は
表
裏

一
体
と
考

え
ら
れ
た
。　
　
　

●

　

こ
の
様
な
南
都
の
新
し
い
動
き
は
、
見
事
に
正
願
院
に
具
現
化
し
て
い
る
。
御

堂
の
弥
勒
念
仏
、
御
塔
の
釈
迦
念
仏
。
信
円
は
弥
勒

・
釈
迦

二
つ
を
合
わ
せ
持

つ

新
し
い
浄
土
を
作
り
、
そ
こ
に
身
を
置
い
て
み
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ

が

「信
円
の
夢
」
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

む

す

び

　
菩
提
山
本
願
信
円
は
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
政
治
家
だ
と
言
わ
れ
つ
つ
、
中
世

大
和

の
歴
史
を
語
る
上
で
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
安
田
次
郎

氏

の
論
考

(前
掲
)
は
、
信
円
が
興
福
寺
、
奈
良
、
大
和
国
の
中
世
的
体
系
を
方

向
付
け
た
人
物
と
し
て
、
明
確
に
解
き
起
し
て
下
さ

っ
た
。
今
回
、
多
く
の
御
教

示
を
受
け
感
謝
し
て
い
る
。
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史 窓

　
正
暦
寺
に
伝
わ
る
口
碑
に
、
山
内
の
名
勝
を
選
ん
だ

「名
所
十
景
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(常
)

旧
正
願
院
の
地
に
は

「
六
所
の
夜
の
雨
」
と

「
浄
光
院
の
晩
鐘
」
の
二
つ
。
現
在

は
田
畠
に
変
わ

っ
た
常
光
院
か
ら
見
る
夕
暮
は
、
晩
鐘
こ
そ
聞
こ
え
な
い
が
、
今

も
な
お
美
し
い
。

　

'註①

永
島
福
太
郎

奈
良
文
化
の
伝
統

一
九
四
四
年
。

②

尊
卑
分
脈
。

'
③

大
乗
院
日
記
目
録

応
保
元
年
条
。

④

玉
葉

文
治
三
年
一
月
一
七
日
と
十
月
二
七
日
条
。

⑤

大
乗
院
寺
社
雑
事
記

康
正
三
年
六
月
八
日
条
。

⑥

史
窓
二
八
号

日
下
佐
起
子
馬

「平
安
末
期
の
興
福
寺
i
御
寺
観
年
の
成
立
i
」

　
　
一
九
七
〇
年
。

⑦

別
当
次
第

恵
信

　
隆
覚

大
日
本
仏
教
全
書

興
福
寺
叢
書
二
。

⑧

前
掲

別
当
次
第

恵
信
。

⑨

大
山
喬
平

『近
衛
家
と
南
都
一
乗
院
ー

「簡
要
類
聚
抄
」
考
ー
』
日
本
政
治
社
会

　

史
研
究

(下
)
岸
俊
男
教
授
退
官
記
念
会
編
　
塙
書
房
　
一
九
八
五
年
。

⑩

大
乗
院
臼
記
目
録

仁
安
元
年
条
。

⑪

別
当
次
第

恵
信
。
玉
葉

仁
安
二
年
五
月
一
五
日
条
。

⑫

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
唯
識
教
学
の
展
開

北
畠
典
生

日
本
仏
教
宗
史
論
集
二

南

　

都
六
宗
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
五
年
。

⑬

前
掲

別
当
次
第

蔵
俊
。

⑭

玉
葉

承
安
二
年
四
月
二
八
日
条
。

⑮

玉
葉

安
元
二
年
五
月
二
四
日
条
。

⑯

玉
葉

安
元
三
年
二
月

一
五
日
条
。

⑰

玉
葉

安
元
三
年
七
月
七
日
条
。

⑱

別
当
次
第

尋
範
。

　
　

内
山
永
久
寺
置
文
　

「改
訂
天
理
市
史
」
史
料
編

第

一
巻
　
天
理
時
報
社
　
一
九

　

七
七
年
。

　
　

大
乗
院
日
記
目
録

承
安
三
年
六
月
二
八
日
条
。

　
　
同
書
　
　
　
　
　
　
承
安
四
年
四
月
九
日
条
。

⑲

玉
葉

安
元
三
年
八
月
四
日
条
。

⑳

玉
葉

治
承
四
年
七
月

一
四
日
条
。

　
　
永
島
福
太
郎

奈
良
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
六
年
。

⑳

玉
葉

治
承
五
年
正
月
六
日
条
。

⑫
　
玉
葉

治
承
五
年
正
月
二
四
日
条
。

㊧

永
島
福
太
郎

前
掲
⑳
に
詳
し
い
。

⑳
　
安
田
次
郎
　
中
世
興
福
寺
と
菩
提
山
僧
正
信
円
　
大
隅
和
雄
編

「中
世
の
仏
教
と
社

　
会
」
に
所
収

四
二
頁

吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
〇
年
。

㊧

安
田
次
郎

前
掲
　
四
八
頁
。

⑳
)
平
安
遺
文
　
三
九
六
八
。

⑳
　
玉
豊
ハ　
寿
・氷
二
年
一
一
日
川二
六
日
。

⑳

鎌
倉
遺
文
二
一ご
七
五
　
高
野
山
と
吉
野
金
峰
山
と
の
境
相
論
の
調
停
等
に
信
円
の
指

　
導
力
が
み
え
る
。

⑳
　
玉
葉
　
文
治
三
年
一
月
七
日
条
　
同
年
十
月
二
七
日
の
条
。

⑳

別
当
次
第

良
円
。

⑳
　
大
乗
院
日
記
目
録
　
承
久
二
年
条
。

⑫
　
大
乗
院
日
記
目
録
　
承
久
三
年
条
。

㊧
　
大
山
喬
平
氏
　
前
掲
。

⑭
　
菩
提
山
正
暦
寺
原
記
　
正
暦
寺
文
書
　
応
永

一
六
年
　
尊
胤
の
奥
書
が
あ
る
。

⑳

大
乗
院
目
記
目
録
　
治
承
四
年
条
。

⑳

前
掲

内
山
永
久
寺
置
文
。

⑰
　
拙
稿
　
和
州
菩
提
山
正
暦
寺
中
尾
谷
と
浄
土
信
仰
-
牙
舎
利
信
仰
を
め
ぐ

っ
て
ー

　

『史
窓
』
四
九
号
。

⑳
　
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
〇

奈
良
県

大
宅
寺

平
凡
社
　
一
九
八
一
年
。

⑲

鎌
倉
遺
文

一
四
の
=

一
四
六
。

⑳

鎌
倉
遺
文
三
の
一
六
〇
八
。

⑪

鎌
倉
遺
文
四
の
二
四
八
五

⑫

奈
良
国
立
博
物
館
　
講
式
ー
ほ
と
け
へ
の
讃
嘆
-
　
一
九
八
五
。

⑬
　
法
隆
寺
別
当
次
第
　
範
円
　
続
群
書
類
従
第
四
下
。

⑭

右
同
　
　
　
　
　
良
盛
ゆ
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⑱ ⑰ ⑯ ⑮

前
掲

内
山
永
久
寺
置
文
。

鎌
倉
遣
文
　
四
の
二
二
〇
五
。

鎌
倉
遺
文
　
六
の
三
九
八
三
。

三
箇
院
家
抄

史
料
纂
集
　
一
九
八

一
年
。

菩提山本願信円の夢
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